
相模原ステージ

実施報告書

2022/5/21(SAT)

この事業は競輪の補助を受けて実施いたしました。



2

実施概要

【 名 称 】

【 主 催 】

【 主 管 】

【 競 技 主 管 】

【 開 催 日 時 】

【 開 催 場 所 】

【ホームチーム】

三菱地所presents ツアー・オブ・ジャパン2022 - 第３ステージ相模原

自転車月間推進協議会

ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ実行委員会
（事務局：相模原市市民局スポーツ推進課）

公益財団法人日本自転車競技連盟

令和４（２０２２）年５月２１日（土）
8:50～12:00

■スタート地点：橋本公園周辺（相模原市緑区西橋本）

■フィニッシュ地点：鳥居原ふれあいの館（相模原市緑区鳥屋）

◇パレード4.6㎞ + 11.1㎞ + 13.8㎞ x 7周 ＝ 112.3㎞

Team UKYO SAGAMIHARA（チーム右京相模原）

▼天候
天気：雨
気温：19℃

▼観客数 （約18,000人）
スタート地点：約900人
フィニッシュ地点：約1,100人
沿道：約16,000人
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協賛団体

株式会社ケー・ディー・エス

https://www.kdsjp.com/

北辰企業株式会社

シュアラスター株式会社

https://www.surluster.jp/

株式会社クレーマージャパン

https://www.cramer.co.jp/

鳥屋地域振興協議会

株式会社ギオン

https://kk-gion.co.jp/

神奈川県自転車商協同組合

https://www.kanasho.jp/

株式会社テレビ神奈川

https://www.tvk-yokohama.com/

串川地域振興協議会

株式会社カワシマサイクルサプライ

https://www.riogrande.co.jp/

小林恒男公認会計士税理士事務所

http://www.kkc.jdlibex.jp/

日栄建設株式会社

http://nichiei.info/

横浜金属株式会社

https://yk-metal.com/

ハラグループ

http://www.haragroup.co.jp/

相模ガス株式会社

https://www.sagamigas.com/

株式会社イノウエ

https://www.inoue-braid.co.jp/

勝来軒

藤野やまなみ温泉

https://yamanami-onsen.jp/

株式会社旭商会

https://www.asahi-shoukai.co.jp/

株式会社スーパーアルプス

http://superalps.info/

相模原橋本ロータリークラブ

http://www.sagamihara-

hashimoto.rotary.bz/

合同会社土木田羽根

神奈川県自転車競技連盟

https://www.kanagawa-cf.com/

株式会社秋森鉄筋

https://akimori-steel.co.jp/

有限会社鳥居原
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実行委員会 委員一覧

（令和4年5月21日時点）
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ホームチーム／アンバサダー／
広報大使

相模原市の終身名誉観光親善大使である元F1レーサーの片山右京氏によって、2012年に設立されたチーム。
本市緑区の藤野地区に活動の拠点を置き、令和2年11月11日に本市のホームタウンチームに認定。
令和3年1月1日からは地域密着型プロチームとしてチーム名を「Team UKYO SAGAMIHARA」に変更し、
「ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ」では、ホームチームとして優勝を目指す。

● TOJ相模原アンバサダー
初山翔さん

● TOJ相模原 広報大使
mizuさん

神奈川県相模原市出身の元プロ自転車ロードレース選手。
2011年に宇都宮ブリッツェンでプロデビュー。2013年
にブリヂストンアンカー移籍、2016年全日本選手権(伊
豆大島)ロードレース優勝。2018年UCIプロコンチネン
タルチームNIPPOヴィーニファンティーニ・ヨーロッパ
オヴィーニの選手として、再び活動の舞台をヨーロッパ
へと移し2019年ジロ・デ・イタリアで活躍後、引退。

グルメポタリングとロングトライアスロンを愛するトラ
ベルサイクリスト。IRONMANフィニッシャー。国内外
問わず旅先でアクティビティを楽しみ、「スポーツ×
旅」の魅力を発信。インスタグラムフォロワー3万人
( @mzk_cyc )。趣味はスポーツ観戦で海外レースの観
戦も経験有り。女性アスリート支援「ANGEL 
PROJECT」所属。

● ホームチーム
Team UKYO SAGAMIHARA
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チームリスト①
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チームリスト②
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コースマップ
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タイムテーブル
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レースレポート

レースは終盤６周回目で逃げ集団8名に対して、11名の追走集団が32秒差と詰める。メイン集団とは
1分52秒差。6周回目後半の登り区間、追走集団が逃げ集団に追い付き、19名という強力な逃げ集団を
形成。メイン集団に2分以上のタイム差を付け、逃げ切りの可能性が出てくる。

最終周回、逃げ集団19名の中から下り区間を活かしてレオネル・キンテーロ・アルテアガ(マトリッ
クス パワータグ)がアタック。このアタックにライアン・カバナ(ヴィクトワール広島)、山本哲央が合
流し、後続におよそ10秒差を付けて逃げ込みをはかるが、登り区間に入って再度集団は一塊に。残り
5km、先頭はアタックとけん制を繰り返しながらも、この集団に3名を送り込んでいるマトリックス パ
ワータグが主導権を握った状態で残り500mからスプリントを開始。位置取りよくラスト100mのコー
ナーを先頭で曲がった岡篤志が、後続を逃げ切り1位でフィニッシュ。2位にはレオネル・キンテー
ロ・アルテアガが入り、これで今日時点でのブルージャージを獲得。個人総合グリーンジャージは、ネ
イサン・アール(チーム右京）がキープ。山岳賞レッドジャージは小林海(マトリックス パワータグ)が
逆転、新人賞ホワイトジャージは宮崎泰史（宇都宮ブリッツェン）がそれぞれ獲得した。

市内橋本公園から本村賢太郎相模原市長、終身名誉観光親善大使の片山右京氏らが参加のパレード走行
でスタートを切り、4.6kmのニュートラル区間を経て、「かながわの橋100選」にも選ばれている景勝
地、旧小倉橋を渡った所でアクチュアルスタート。

串川橋から鳥居原ふれあいの館前を回る、１周13.8kmを7周回で行われた。
レースは激しい雨の中、1時間以上にも及ぶ激しいアタック合戦が永遠と続きサバイバルレースの様相。
4周回目に山本哲央(チーム ブリヂストン サイクリング)、岡篤志(EFエデュケーション・NIPPO デ
ヴェロップメントチーム)、鈴木譲(愛三⼯業レーシングチーム)を含む8名の逃げが決まる。メイン集団
の先頭はレースリーダーを抱えるチーム右京がコントロールをし始めて、ようやくここでレースが一旦
落ち着きを見せる。

▼Tour of Japan 2022 公式WEBサイト
「相模原ステージ＜レポート＞」https://toj.co.jp/2022/?tid=100252 より
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リザルト

個⼈総合時間賞（グリーンジャージ）
1位 ネイサン・アール（チーム右京）10時間31分40秒
2位 ベンジャミン・ダイボール（チーム右京）+8秒
3位 トマ・ルバ（キナンレーシングチーム）＋1分37秒

個⼈総合ポイント賞（ブルージャージ）
1位 レオネル・キンテーロ・アルテアガ（マトリックス パワータグ）45pt
2位 岡 篤志（EFエデュケーション・NIPPO デヴェロップメントチーム）40pt
3位 レイモンド・クレダー（チーム右京）30pt

個⼈総合山岳賞（レッドジャージ）
1位 小林 海（マトリックス パワータグ）23pt
2位 ベンジャミン・ダイボール（チーム右京）22pt
3位 トマ・ルバ（キナンレーシングチーム）15pt

個⼈総合新⼈賞（ホワイトジャージ）
1位 宮崎 泰史（宇都宮ブリッツェン）
2位 留目 夕陽（日本ナショナルチーム）
3位 吉田 圭吾（京都産業大学）

チーム総合順位
1位 チーム右京
2位 キナンレーシングチーム
3位 マトリックス パワータグ

●第3ステージ順位（相模原ステージ）

1位 岡 篤志(EFエデュケーション・NIPPO デヴェロップメントチーム) 2時間33分37秒
2位 レオネル・キンテーロ・アルテアガ(マトリックス パワータグ) ＋1秒
3位 山本 哲央(チーム ブリヂストン サイクリング) ＋1秒

▼相模原ステージ ジャージ獲得者 ▼チーム総合優勝「チーム右京」 ※東京ステージ写真
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（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備

● 運営本部体制

ｖ

● 交通規制指揮系統計画
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８班編成（相模原北署管轄）
・コントラクターＡＤ（ＣＡＤ）：３人
・ボランティアリーダー（市職員） 各班1名 計８人
・サブリーダー（市スポーツ推進委員）各班1名 計８人
・ボランティアスタッフ 約１００人

２６班編成（津久井署管轄）
・コントラクターＡＤ（ＣＡＤ）：１０人
・ボランティアリーダー（市職員） 各班1名 計２６人
・サブリーダー（市スポーツ推進委員）各班1名 計２６人
・ボランティアスタッフ 約３００人

相模原北警察署管内 津久井警察署管内

下記の通りｖ



13

● 基本車列

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備
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● 規制時の様子

● スタート会場・運営本部 ● フィニッシュ会場・運営本部

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備
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●交通規制・沿道等警備

●コースの設置・運営

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備

警察等関係機関と協議の上、地域住民等の理解を得ながら、交通規制を実施した。

【交通規制周知に係る主な取組】
◇令和３年度

11～12月 地域戸別訪問による概要説明(周回コース周辺)

3月下旬

地域説明会の実施
3/23(水)サン・エールさがみはら
3/25(金)鳥屋地域センター
3/27(日)串川地域センター・城山総合事務所

◇令和4年度

3月15日～ 交通規制周知横断幕の掲出(全20箇所（25枚）)

4月22日～ 交通規制予告看板の設置(全192枚)

4月29日～ 交通規制チラシの全戸配布(橋本・城山・津久井(57,790世帯))

大会当日 交通規制当日看板の設置（全59枚）

大会当日 沿道警備による交通誘導等(警備員279ポスト)

大会当日に、コース沿道等への資機材の設置や、一般募集したボランティアスタッフや警備員等の
立哨員を配置し、レースの運営を行った。

設置物 数量 設置物 数量

セーフティーバー 1,856本 プラ柵 20枚

カラーコーン 2,975個 仮設照明 29台

名称 主な役割 ⼈数 備考

コントラクターアシスタント
ディレクター(ＣＡＤ)

ボランティアスタッフの管理統括 14名
企画運営業務受託者(ルー
ツ・スポーツ・ジャパン)
による手配

ボランティアリーダー
ボランティアスタッフの出欠管理、
作業指示

34名 市職員による協力

ボランティアサブリーダー ボランティアリーダーの補佐 32名
市スポーツ推進委員による
協力

ボランティアスタッフ
資機材の設置、観戦者・歩行者の
整理誘導

300名 一般募集※

警備員 交通誘導・雑踏整理 352名
警備業務受託者(テイシン
警備)による手配

競技審判員 競技の進行管理・審判業務 20名
神奈川県自転車競技連盟か
ら派遣

◇立哨員
※ボランティアスタッフは、市スポーツ協会が募集
(募集期間：令和３年１２月１日(水)～令和４年１月１０日(月))

◇資機材（主なもの）
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●消防・救急対応

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備

事案 件数

火災事案 0件

救急事案 0件

救助事案※ 0件

消防等関係機関との協議の上、消防特別警備体制を実施した。

◇消防出動事案発生件数

※交通規制開始前に橋本地区で救助事案(一般車両と歩行者の接触事故)発生
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● 運営車両スケジュール

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備

8:30 スタートセレモニー

開催可否判断 スタート会場道路規制 8:30 規制開始 8:50 スタート

車両No. 役割 5:00 5:30 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30

1

コースクリア
↓

（直線区間）解除
↓

（周回区間）解除

コース確認 → →
8:15
橋本郵便局前in
8:20
コースクリア出発

8:40
橋本郵便局到着
8:50最後尾
解除出発

2
コースクリア

↓
（周回区間）解除

コース確認 → →
8:15
串川橋in
8:20
コースクリア出発

8:40
串川橋到着

～待機

3
コースクリア

↓
（周回区間）解除

コース確認 → →
8:15
フィニッシュin
8:20
コースクリア出発

8:45
フィニッシュ到着

～待機

4 レース予告 コース確認 → →
8:20
橋本郵便局前in

8:45
レース予告出発
※時速42km目安

5 レース予告 コース確認 → →
8:20
橋本郵便局前in

8:45
レース予告出発
※時速42km目安

6
（直線区間）解除

↓
（周回区間）解除

コース確認 → →
8:20
橋本郵便局前in

8:50最後尾
解除出発

スタート
in

9:10 直線区間規制解除 12:00 直線区間規制解除

車両No. 役割 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30

1

コースクリア
↓

（直線区間）解除
↓

（周回区間）解除

9:10頃
西中野到着ここま
で
串川橋で待機

【注意】
串川橋交差点手
前へ駐車しておく

待機→ 待機→

11:00
スタンバイ
11:20以降
車両No.3と合流し
て出発

最後、
DEVを通過

2
コースクリア

↓
（周回区間）解除

【注意】
レースが直線区
間を抜けるまでは
車両を脇道へ

【注意】
通過後は串川橋
交差点手前へ駐
車しておく

待機→ 待機→

11:00
スタンバイ
11:20以降
車両No.3と合流し
て出発

最後、
DEVを通過

3
コースクリア

↓
（周回区間）解除

待機→ 待機→ 待機→ 待機→

11:00
スタンバイ
11:10以降
最終周回の最後
尾について出発

そのまま
レースコースを通
過

4 レース予告

フィニッシュ
到着～待機
先頭車両が見え
たら出発

→ → → →
11:30～12:00頃
レース終了
※DEVへ抜ける

5 レース予告

フィニッシュ
到着～待機
先頭車両が見え
たら出発

→ → → →
11:30～12:00頃
レース終了
※DEVへ抜ける

6
（直線区間）解除

↓
（周回区間）解除

9:10頃
西中野到着ここま
で
串川橋で待機

【注意】
串川橋交差点手
前へ駐車しておく

待機→ 待機→

11:00
スタンバイ
11:20以降
車両No.3と合流し
て出発

そのまま
レースコースを通
過

業務終了後
解散

※北岸道路は通
行不可
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期 間：令和４（2022）年4月1日～5月31日

問合せ方法：メールまたは電話（専用回線）

問合せ件数：メール20件、電話32件

● ボランティアコールセンター

● 無線

１．ボランティア無線：85台
【内訳】
・CAD14台
・ボランティアリーダー34台
・ボランティアサブリーダー34台
・米軍スタッフサポート用2台
・予備１台

● 運営車両（６台）

①コースクリア車両：３台
②（５分前）レース予告車両：２台
③直線区間：規制解除車両 ２台（１台は「コースクリア車両」兼務）
④周回区間：規制解除車両 ２台（２台とも「コースクリア車両」兼務）

①
② ③

⑤ ⑥

④

（１）レースの開催
-交通規制・沿道等警備

２．本部無線：45台

３．運営無線：30台

４．消防専用無線：５台
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● スタート会場（橋本公園脇）レイアウト

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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● フィニッシュ会場（鳥居原ふれあいの館）レイアウト①・・・西側

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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● フィニッシュ会場（鳥居原ふれあいの館）レイアウト②・・・東側

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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● フィニッシュ会場（鳥居原ふれあいの館）設営時の様子

● スタート会場（橋本公園脇）設営時の様子

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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●資機材の設置目的と方法について ※ボランティアへの説明資料

コースを確保し、競技運営が安全に行われるよう、様々な資機材を設置します。

各資機材の役割や設置方法を把握して当日の活動に臨みましょう。

【基本ルール】

・設置、撤去を行う際は周辺の安全を十分に確認し、歩行者等とぶつからないように注意してください！

・コース幅を最大限に確保できるよう、資機材は原則として歩道上の車道側に設置してください。（歩道がない場合は車道の両端）

・配置計画に基づき、予め定められた配置を厳守し設置してください。

車道（コース）

歩道
設置位置のイメージ

1.セーフティーコーン・コーンバー

設置場所 ・歩行者、車両等の進入制限を行う場所、バス停、側溝等とコースを区切る場所

設置方法

・2m程度の間隔で設置し、平行になるよう丁寧に並べる。
・コーンバーを設置する箇所については、必ずバーの両サイドをコーンの上部に掛ける
ように設置。
・セーフティーコーンは重量がある為、一度に多くのコーンを持ち運ばずに無理のない
範囲で作業する。
・コーンバーの端（コーンにかける部分）は折れやすくなっている為、丁寧な取り扱い
が必要。

NG例
・コーンがいびつ（不規則）に並んでいる。

・コーンバーの両端ががしっかりとカラーコーンの上部に掛かっていない。

バーを使わない場合

2m程度の間隔で、平行になるよう、丁寧に配置する

バーを使う場合

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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● コース設営時の様子

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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▼コーン・バー

● コース上設営物

▼クッション

▼トンネル内 仮設照明 ▼コーン・バーまとめ置き

▼鉄柵

▼仮設トイレ

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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▼スタート台▼カラーコーン ▼発電機＆消火器▼鉄柵

▼スタート幕 ▼フィニッシュ幕 ▼スポンサーバナー

● 機材・備品

▼ステージ付近の様子 ▼ビジョンの様子

▼コミュニケ＆インフォメーション ▼サイクルラック ▼仮設トイレ

▼ゴミコンテナ

（１）レースの開催
-会場・コースの設営・運営
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（２）レースの魅力向上

【デザインに係る説明】

大会実施に係る事前または当日におけるＰＲを、次のとおり実施した。

●公式ホームページの立ち上げ

・令和４年３月１日公開開始
・28,705回アクセス(公開から５月２１日までのアクセス数)

【ＵＲＬ】https://www.toj-sagamihara.com/

●オリジナルロゴの作成

デザインは一般公募により募り、実行委員会により決定した。
ロゴ制作者には、フィニッシュ会場のステージで記念品を贈呈

【募集期間】令和３（２０２１）年１１月１５日 ～ 令和４（２０２２）年１月４日

【応募総数】全３８点

【オリジナルロゴデザイン】

「SAGAMIHARA」と「STAGE」の「S」をモチーフにして、疾走する競技者を表現しました。
ヘルメットと体で相模原ステージに広がる自然の美しさも表現しました。前輪の日の丸で大会の
重要性を、後輪のアジサイをイメージしたデザインで、相模原らしさをだしました。
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● 制作物：観戦ガイドマップ（A4両面／カラー／4,000部）

外面▶

中面▶

▼配布場所

観戦バス／串川出張所周辺／鳥屋出張所周辺／フィニッシュ会場

（２）レースの魅力向上
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● （スタート前）セレモニーラン ※約430mの距離を選手の前方で走行

所属/役職 氏 名 備 考

相模原ステージ 実行委員長 三塚 康雄（みつか やすお）様 スターター

相模原市長 本村 賢太郎（もとむら けんたろう）様 セレモニーラン

相模原市議会副議長 加藤 明徳（かとう あきのり）様 セレモニーラン

相模原スポーツを応援する議員連盟会長 森 繁之（もり しげゆき）様 セレモニーラン

相模原市終身名誉観光親善大使 片山 右京（かたやま うきょう）様 セレモニーラン

相模原ステージ広報大使 mizu(みず) 様 ※自転車インフルエンサー セレモニーラン

【紹介のみ】
相模原市議会議長 寺田 弘子（てらだ ひろこ）様
相模原市副市長 大川 亜沙奈（おおかわ あさな）様

▼走行時

▼スタート直前▼スタート前の練習

（２）レースの魅力向上
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● にぎわいゾーン（フィニッシュ会場）レイアウト／出展者一覧

（２）レースの魅力向上



31

● にぎわいゾーン（フィニッシュ会場）の様子

（２）レースの魅力向上



32

● 表彰式

所属/役職 氏 名 備 考

ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ
実行委員会 実行委員長

三塚 康雄（みつか やすお）様 ロゴ考案者プレゼンター

相模原市副市長 大川 亜沙奈（おおかわ あさな）様 区間賞プレゼンター

相模原市長 本村 賢太郎（もとむら けんたろう）様 個人総合時間賞プレゼン
ター

相模原市 緑区長 石原 朗（いしはら あきら）様 ポイント賞プレゼンター

愛川町長 小野澤 豊（おのざわ ゆたか）様 山岳賞プレゼンター

清川村長 岩澤 吉美（いわさわ よしみ）様 新人賞プレゼンター

愛川町 副町長 沼田 力（ぬまた つよし）様 来賓

愛川町 教育長 佐藤 照明（さとう てるあき）様 来賓

清川村 副村長 岸 直保（きし なおやす）様 来賓

清川村 教育長 山田 一夫（やまだ かずお）様 来賓

（２）レースの魅力向上
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（２）レースの魅力向上

●観客等向け駐車場の運営

場所 種別 対象 利用台数 備考

串川中学校グラウンド 臨時 関係者/一般 34台

鳥屋中学校グラウンド 臨時 関係者/一般 15台

津久井馬術場 臨時 関係者 80台 満車

国体記念鳥屋グラウンド 臨時 関係者 15台

水の郷第１・２駐車場 既設 一般 不明 第２のみ空車あり

小中沢駐車場 既設 一般 不明 空車あり

南山グラウンド 臨時 一般 0台
既設駐車場が満車にならなかっ
たため開放せず

清川村防災拠点用地 臨時 一般 0台

●無料シャトルバスの運行

系統 経路 台数 乗車⼈数

系統１ スタート会場⇒ＪＡ串川支店 1台 32名

系統２ スタート会場⇒フィニッシュ会場周辺 2台 81名

系統３ 宮ケ瀬水の郷周辺⇔フィニッシュ会場 3～4台 約200名

関係者用 国体記念鳥屋グラウンド・津久井馬術場⇔フィニッシュ会場 1台 約100名

※系統１・２は事前予約制(先着順)
(申込期間：令和４年４月１４日(木)正午～５月１６日(月)午後６時)
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（３）新型コロナウイルス感染症予防対策

▼コロナ対策看板の設置 ▼巡回スタッフ

▼検温所 ▼にぎわいゾーン ゾーニング

▼チームピット ゾーニング ▼ステージカー前ゾーニング
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● LINEコロナお知らせシステム

会場内に設置

● スタッフ・ボランティアのコロナ対策資料

（３）新型コロナウイルス感染症予防対策
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● 運営マニュアル（A4/102ページ）
●資機材・⼈員配置計画 （A4/230ページ）

●会場看板・掲示物一覧

設置場所 掲示物 数量 形態 サイズ 設置物 数量

サンエール 大会関係者　トイレ２Fへ 1 ラミ プラカード コーン看板 1

サンエール
8:30までは右脇の扉からお入りください
※地図付き

1 ラミ A3縦 コーン看板 1

橋本公園前 駐輪↑ 1 ラミ A3×4 工事看板 1

コース脇 SLOW DOWN　右折 1 ラミ A3×4 工事看板 1

ロータリー入口
T字路

14:00まで 進入禁止 2 ラミ A3×4 工事看板 2

イベント会場 店舗案内パネル 店舗数 パネル テント吊るし 店舗数

イベント会場 ゴミステーション 1 ラミ A3×4 工事看板 1

イベント会場
燃えるゴミ、ペットボトル、
プラスチック、生ごみ

各1 ラミ A4 ゴミ箱貼付け 各1

西門 TOJ会場入口 1 ラミ A3×4 工事看板 1

車両 レース予告車両 2 ラミ A3 車両 2

車両 規制解除車両 3 ラミ A3 車両 3

車両 規制確認車両 3 ラミ A3 車両 3

エリア区分

TOJ
相模原

スタート

コース

フィニッシュ

車両

（４）その他 -制作物
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●交通規制看板

（４）その他 -制作物

●交通規制看板（プラカード）
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●交通規制横断幕

（４）その他 -制作物
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●交通規制チラシ（直線区間用）

（４）その他 -制作物

●交通規制チラシ（周回区間用）
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●協賛募集関連

▼募集案内（A4/12ページ）

▼募集案内チラシ（A4両面）

▼募集案内ポスター（A2）

（４）その他 -制作物
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（４）その他 -制作物

●相模原ステージＰＲステッカー（円形切り抜き/直径70ｍｍ/2,000枚）
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● 三菱地所JCLプロロードレースツアー公式チャンネル（チャンネル登録者数：1.3万人）

再生回数：5.34万回 （2022年7月末時点）
ライブ配信の視聴者数：6,028 （最大同時接続数）

（４）その他 –集客・PR
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● 広報大使mizuさん① instagram

（４）その他 –集客・PR
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● 広報大使mizuさん② twitter

（４）その他 –集客・PR



45

● 広報さがみはら（2022年5月1日）

（４）その他 –集客・PR

● ツール・ド・ニッポン（メルマガ：自転車愛好家1.8万人）
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● さがみはらファンサイト（2022年5月20日）

（４）その他 –集客・PR



47

● 観光経済新聞（2022年5月11日） ● Bicycle Club（2022年5月20日）

（４）その他 –集客・PR

● Cycle Sports（2022年5月21日） ● シクロワイアード（2022年5月21日）
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（４）その他 –ステージ協賛特典

●公式ウェブサイトへのバナー掲載
公式ウェブサイトに協賛者のロゴバナーを掲載した。
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（４）その他 –ステージ協賛特典
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（４）その他 –ステージ協賛特典

●沿道柵への横断幕掲出
フィニッシュライン手前及び「宮ヶ瀬ダム入口」交差点付近の沿道柵に協賛者ロゴ

バナーを表示する横断幕を掲出した。

▼フィニッシュライン ▼宮ヶ瀬ダム入口

●出展スペースの提供（Ａ～Ｃ協賛対象）
フィニッシュ会場内に出展スペースを提供した。
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（４）その他 –ステージ協賛特典

●特別観覧席の設置
フィニッシュ会場内に特別観覧席を設置した。（Ａ協賛対象）

●フィニッシュ会場内協賛看板の設置
フィニッシュ会場内（表彰ステージ横および大型ビジョン横）に協賛者のロゴバナーを表示する

看板を設置した。

▼表彰ステージ横 ▼大型ビジョン横
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（４）その他 –ステージ協賛特典

●観戦ガイドマップへの団体名称表示
観戦ガイドマップに協賛者の名称一覧を記載し、スタート会場、フィニッシュ会場、及び周回コース

内観戦スポット（串川出張所周辺、鳥屋出張所周辺）にて配布した。

●「主催者カー」への搭乗体験（レース車列内からの観覧）
TOJ組織委員会から、大会関係者等への主催者カーへの乗車打診があったことから、今大会について

は、ステージＡ協賛者である㈱ケー・ディー・エス様に搭乗体験を提供した。

●新型コロナウイルス感染症対策用リストバンド作成
新型コロナウイルス感染症対策用に、フィニッシュ会場「にぎわいゾーン」入退場管理のための

リストバントを作成。 ※協賛品として㈱イノウエから提供を受けた。
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（５）当日の様子①
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（５）当日の様子②
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「Team UKYO SAGAMIHARA」
優勝報告会の実施

相模原市ホームタウンチームである「Team UKYO SAGAMIHARA」が、団体総合時間賞及び個人総
合時間賞を獲得。相模原市役所で優勝報告会を実施した。

１ 日時

令和４年６月８日(水) 午前１１時～午前１１時３０分

２ 場所

相模原市役所 本庁舎 本館１階ロビー

３ 報告者

Team UKYO SAGAMIHARA

片山 右京 代表

桑原 忠彦 ゼネラルマネージャー兼監督

小石 祐馬 選手

石橋 学 選手

○NHK 首都圏ネットワーク 6月8日放映
○相模原町田経済新聞 6月8日掲載
○神奈川新聞（カナロコ） 6月12日掲載
○タウンニュース(さがみはら緑区版) 6月16日掲載

▼TOJ相模原ステージ公式サイトにチームからの
サンクスムービーを掲載
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ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ実行委員会事務局

（相模原市市民局スポーツ推進課）

TEL：042-851-3275

E-mail：sports@city.sagamihara.kanagawa.jp


